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要 旨
日本産広葉樹材33種,南 洋材9種 について,道 管二次壁の層構成を2～3μm厚 の木口切片と
傾斜切片を用いて偏光顕微鏡十字ニコル間で観察 した。 その結果,認 められた層構成は(1)典型
的な3層 を示すもの(Fig.2),(2)均 一な複屈折を示 し3層 の区別が明確でないもの(Fig,3),
(3)多層を示すもの(Fig.4,5)で ある。 樹種別の層構成をTable1,2に 示 したが,日 本産
広葉樹材において,散 孔材で(1)と(2>,環 孔材で(1>,(2)お よび(3?〉 放射孔材では 〔3>の層構成を
もっていることがわかる。また,南 洋材では散孔材のみであるが,(1)と(3)の層構成をもっている・
1.は じ め に
道管二次壁の構造に関する研究は仮道管あるいは木繊維のそれに比べて少ない。道管二次壁の
層構成について,PRESTONは,若(わ)干 の樹種における偏光顕微鏡観察から,均 一な複屈折を示 し3




この報告は,道 管二次壁構造の研究の手始めとして,偏 光顕微鏡により,層 構成を明確に把え
るために観察用切片として木 口切片 と傾斜切片を使用 して,道 管二次壁の層構成について観察 し
た結果を述べたものである。
なお,研 究全般にわたり援助 していただいた木材構造学研究室の各位に深 く感謝 します。
この報告は第27回 日本木材学会大会(昭 和52年4月,京 都)に おいて口頭発表 した。
2。 材 料 と 方 法
1)材 料
日本産広葉樹材(環 孔材14種,散 孔材17種,放 射孔材2種),南 洋材(散 孔材9種)と もに日
本木材加工技術協会発行の材鑑か ら選んだ。なお,日 本産広葉樹材において,環 孔材では孔圏道
管(Eと 略記)と 孔圏外道管(Lと 略記),散 孔材,放 射孔材では生長の初期に形成 された道管
(Eと 略記)と 生長の後期で生長輪界に近い道管(Lと 略記)と を区別 した。
2)方 法
材鑑か ら,ま ず1cm角 のブロ ックを切 り出 し,次 にそれ
か ら小片(1mm×1mm×2mm)の 包埋 用 ブロックをつ く
り,エ タノール シ リーズで脱水後,エ ポ ン包埋 した。 この包
埋 ブロ ックか ら ミクロ トーム(t一 ターブ ラ ムJB-4型)
によって,2～3μm厚 の薄切片(木 口切片 と傾斜切片)を
作製 し,偏 光顕微鏡十字ニ コル間で観察 した。
傾斜切片 として,Fig.1の よ うに木 口面 か ら接線方 向に約
15°～20°傾斜 させ た ものを使用 した。 この傾斜切片を用 いれ
ば,木 口切片 では観察困難 な層構成,す なわ ち二次壁が,ミ
クロフィブ リル傾 角に著 しい差 がな く,か つhelixの 異な る
3層 か らで きて いるような場合で も,3層 を識別 しや すい。
3.結 果 と 考 察
観 察 した道管二次壁 の層構成 はつ ぎの3種 類である。(1)典型的 な3層 を示す もの。一つの例 と
して,Fig.2に アサダのEの 傾斜切片で観察 した ものを示す。 これ は仮道管で観察され るもの に
似て お り,複 屈折の違い は ミクロフィブ リル傾角 の違 いを反映 してい ると考 え られる。②均一 な
複屈折を示 し,3層 の区別 が明確 でないもの。Fig.3に ヤマグワのEの 木 口切片 で観 察 したもの
を示す。 これ は環孔材 のEに のみ観察 され,壁 全体 がほぼ均一 に明る く層構造 は認 め られない。
(3)多層を示す もの。Fig.4とFig.5に それぞれサ ワグル ミのE,ア オダ モのLの 傾斜切片で観
察 したものを示すが,後 者 は道 管壁 が厚 く,他 の もの に比べて特異的であ る。 このよ うに,こ こ
で は多層 とは4層 以上 の層構成 をい うことにす る。
観察 した 日本産広葉樹材 を道管 の配列型式 によ って分類 し,そ の二次壁 の層構成を示 したのが
Table1で あ る。
これによ ると,散 孔材 ではE,Lと もに典型的な3層 を示 すタイプ とE,Lと もに多層を示す
タイプにわける ことがで きる。 しか し,前 者の方 が量 的にはるかに多 い。
環孔材 では,次 のタイプにわ けることがで きる。まず,Eは 均一な複屈折を示 し3層 の区別が
明確 でな く,Lは 典型的 な3層 を示すタ イプ,E,Lと もに典型的 な3層 を示すタ イプ,さ らに
Eは 典型的 な3層 を示 し,Lは 多層を示 すタイプで ある。 アオギ リのみEは 均一な複屈折 を示
し,Lは 多層を示 していた。
ll
PRESTONは 環孔材のEに つ いてFraxinus属 で典 型的な3層,Quercus属,Castanea属で均一
な複屈折を示 し,3層 の区別が明確でない ことを報告 してお り,本 実験の結 果は これ と一致 する。
放 射孔材で は,2樹 種 しか観 察 していないが,E,Lと もに多層を示 していた。
南洋材 についてはTable2に 示 してい る。 観察樹種 はすべて散孔材であ り,典 型的な3層 を
示す もの と多層を示 す ものがあ る。 この結果を,同 樹種について電子顕微鏡 観察 している山中(の)ら
の報告 と比較 する と,ア ピ トン,バ クチカ ン,マ ンガ シノ ロを除いて一致 して いる。 この3樹 種
について山中 らは層 区分 が明確 でないと して いるが,本 実験 では典型 的な3層 と多層を観察す る
ことがで きた。 この違 いがいか なる理 由によ るのかは明 らかでな く,さ らに検討す る必要があ る。
偏光顕微鏡 によ って3種 の層構成が観察 されたが,均 一 な複屈折を示 し,3層 の区別が明確で
ない ものにつ いて,そ の原因 と して,1)壁 孔 による ミクRフ ィブ リル配列の乱れ2)各 壁層間
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(1),(2),(3):seenoteinTable1
層 を 示 す も の に つ い て も電 子 顕 微 鏡 観 察 に よ っ て 詳 細 に 研 究 す る必 要 が あ ろ う。
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 In 33 species of Japanese hardwoods and 9 species of tropical hardwoods, the layered 
structure in the secondary wall of vessels was observed using thin transverse and oblique 
sections between crossed nicols. 
 As a result of examinations the layered structure was classified into the three  types  ; 
(1) the typical three-layered structure (Fig.  2), (2) the structure showing the uniform 
birefrigence, so that the layered structure is not detected (Fig.  3), (3) the multi-layered 
structure (Figs. 4 and 5) 
 The layered structure for each species is shown in Table 1 and 2. It is shown that in 
Japanese hardwoods, the diffuse-porous woods have the types of (1) and  (2), ring-porous 
woods have the types of  (1), (2) and  (3), and radial-porous woods have the type of (3), 
and that tropical hardwoods all of which belong to diffuse-porous wood, have the types of 
(1) and (3).

